
企画にあたって
佐藤　徹（杏林大学医学部循環器内科学特任教授）

　近年，循環器診療の進步にはめざましいものがある。新しい薬剤や機器が

続々と登場し，治療方法やガイドラインも変わってきている。また，循環器

診療は扱う領域が広く，救急疾患も多い。こうした変化の多い環境に対応す

るなかで，実際に診療にあたる医師，特に若手の医師が共通に抱く疑問や直

面する課題，日々困っていることは数多くあるのではないかと考える。

　そこで本増刊号では，循環器内科の全領域から，多くの医師が日々の診療

において直面するであろう見逃しやすい症状や疾患について，症例を基に紹

介し，症状や疾患を見逃さないためのTipsを実践的な内容で解説することを

趣旨として企画した。本特集が，読者にとって日常診療の一助となれば幸い

である。

　また，このような時局の折，通常の多大な業務に加えて素晴らしい原稿を

執筆してくださった先生方に，この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
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